
 

 

 ２年○組 道徳学習指導案 
                                                              場所   ２年○組教室 
                                       授業者 遠藤 ゆかり 

１．主題構成表 

   主題名   友だちへの 思いやり      資料名    「ぐみの木と小とり」 
                                              出典  「２年生のどうとく」 文溪堂 

■ 内容項目   ２－（２）親切 
身近にいる幼い人や高齢者に温

かい心で接し、親切にする。 

 

■ 児童の実態 
・２年生としての意識が高まり、活動

的で遊びや、学習にもたくましさを

発揮し、友達関係も広がってきた。 

・自分のまわりに困っている友達がい

ても、どう接したらよいか分からず、

戸惑う姿がみられる。 

・Ａ児は優しい気持ちを持っているが

それを素直に仲間に対して表現する

ことが苦手である。親切にした方も

された方もお互いに温かい気持ちに

なることを気付かせていきたい。 

■ 意識の要因 
・児童の行動はまだまだ自分本位の傾

向が強く、相手の身になって考える

という意識が弱い。そこで相手を思

いやり、親切にすることの大切さに

気付かせていきたい。 

 ■ 価値の分析 

・自分のまわりに、困っている人や

弱い立場にいる人がいたら、その

人の身になって考え行動しようと

する心情を育てることは、よりよ

い人との関わりを築きあげていく

うえでとても大切なことである。 

・相手のつらさや痛みを自分のこと

として感じることができるように

なったとき、相手のために行動す

ることができると考える。また、

その行動によって、相手が喜んで

くれることは自分の喜びにもつな

がる。 

・相手に親切にすることは、まだま

だ自分本意に行動してしまう低学

年には意識しにくいことであるか

もしれない。だからこそじっくり

立ち止まって、相手の立場になっ

て考え、その人のために何かをし

てあげたいという気持ちを育てて

いきたいと考える。 

 ■ 資料の分析 

・ぐみの木から、りすさんが病気で寝て

いることを聞き、小鳥はりすさんにぐ

みの実を届ける。ここでは、ぐみの木

から聞いて心配し、りすさんの様子を

見に行く小鳥の優しさを感じ取るこ

とができる。 
・届けたぐみを食べたりすさんが少し元

気になった様子から、役に立てた喜び

やさらなる意欲を感じ取ることがで

きる。 

・小鳥は、次の日もぐみを届けようとし

たが、ひどい嵐となってしまう。嵐を

目の前にして、恐怖心とりすさんを心

配することとに、小鳥が迷っている気

持ちを引き出すことができる。 
・早くりすさんに元気になってほしいと

いう思いから、迷いを振り切り、嵐の

中を飛び立っていく小鳥の心の強さ

と温かさに感動することができる。 

 

■ ねらい 
 りすさんを思いやり、迷いながらも嵐の中へ飛び立った小鳥の気持ちを考えることを通して、困っている友達や 

 まわりの人に親切にしようとする気持ちを育てる。 

 

■ 展開の構想 
・病気のりすさんを見て困っていることを知り、りすさん

のために何かをしてあげたいという小鳥の気持ちに気付

かせる。 

・りすさんにぐみを届けたいけれど、嵐の中を飛んでいく

のも怖いという小鳥の心情に迫らせる。 

・迷いながらも、りすさんを思いやり、ぐみを届けようと

する小鳥の心の強さ、温かさから、友達に親切にするこ

とのすばらしさに気付かせる。 

・自分の生活を振り返り、相手を思いやった親切の気持ち

よさがわかる。 

 ■ 基本発問（◎中心発問） 
○病気で寝ているりすさんにぐみを届けたとき、小鳥

はどんなことを思ったでしょう。 
 

◎嵐がやむのを待つ間、小鳥はどんなことを考えてい

たでしょう。 
 
○嵐の中を飛んでりすさんのところに向かったとき、

小鳥はどんなことを思っていたでしょう。 
 



 

 

 
２．授業の展開 

段階 学習活動（基本発問と予想される児童の反応） 支   援  ・  留  意  点 

つ 

 

か 

 

む 

（１）友達が困っている様子を見た経験を発表する。 

○困っている友達を見たことがありますか。 

・グラウンドで転んで足をけがして泣いていた。 

・赤白帽子がどこかへいってしまってこまっていた。 

・けんかをしてしょんぼりしていた。 

○困っている友達を見たときの気持ちを想起させ

ねらいとする価値への方向付けをする。 

 

 

 

 

 

 

 

深 

 

 

 

め 

 

 

 

る 

（２）「ぐみの木と小とり」の範読を聞き、小鳥の心情につ

いて話し合う。 

 

○病気で寝ているりすさんにぐみの実を届けたとき、小鳥は

どんなことを思ったでしょう。 

・病気だなんてかわいそうだな。 

・ぐみの実を食べてはやく元気になってね。 

・ぐみのみを持ってきてよかった。 

・明日も持ってきてあげよう。 

 

◎嵐がやむのを待つ間、小鳥はどんなことを考えていたでし

ょう。 

・こんなに強い風の中、怖くてりすさんのところまで飛

んでいけないよ。 
・今日はお見舞いはやめておこうかな。 
・はやく嵐がやまないかなあ。 
・病気のりすさんが心配だから行こう。 
・りすさんはきっと待っているはずだ。 

 

○嵐の中を飛んでりすさんのところに向かったとき、小鳥は

どんなことを思っていたでしょう。 
・嵐なんか怖くないぞ、りすさんのためにがんばろう。 
・きっとりすさんはおなかをすかせているはずだ、はやく

いかなくちゃ。 
・絶対りすさんにぐみの実を届けるぞ、待っててね。 

 

○児童の反応をとらえながら判読する。 

（着目児の表情） 

○掲示資料を見ながらあらすじを確認する。 

○病気のりすさんを見たときの小鳥の気持ちに共

感させるとともに、そんなりすさんのためにもっ

と役に立ちたいという気持ちを引き出させる。 

 

 

 

 

○りすさんのためにぐみを届けたいという気持ち

と、嵐への恐怖心から行くのはよそうかという

気持ちとに迷っていることに気付かせる。 

○対立する意見を板書で示し、自分の考えを位置

づける。 

 

○ぺープサートによる役割演技することを通して

小鳥の気持ちにより迫らせる。 

 

 

○嵐という外的条件を乗り越えて、りすさんのと

ころへ飛んでいった小鳥の気持ちをとらえさせる 

 
見 

 

つ 

 

め 

 

る 

（３）今までに親切にしたことや、親切にしてもらった経験

について発表する。 

・うさぎ当番さんが、うさぎが入らなくて困っていたので

手伝ってあげた。 

・体操服を体育館に忘れたいたので、届けてあげた。 

・かさを持っていなくて困っていたら、友達がかさにいれ

てくれたのでうれしかった。 

 

（４）教師の説話を聞く。 

 

○学校での生活だけでなく、友達と遊んでいたと

きなども思い出させながら自分の生活を振り返

らせる。 

○着目児が思いやりの心で仲間と関わっていた姿

を広めていく。 

○親切にしてもらった時のうれしかった気持ちも

十分取り上げる。 

 

 


